
当研究会では、学生が主
体となってテーマを設定し、
あらゆる角度から国際開発
を見つめ直すための議論を
行っています。

エンジニアとして製造現場を経験、
その後国際協力の世界に転じる。
以来、南米•アフリカを中心とする
世界各地の開発現場で実務を経
験。2025 年より、京都大学総合
生存学館特定教授。

応用力学、計算力学。社会問題
を数理的にモデル化し、シュミレー
ションを用いてその解決に取組ん
でいる。道路騒音に関する大規模
音響解析など。2024 年より、京都
大学総合生存学館特定教授。
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その壮大なプロジェクトは「理想の書物」をデザインしてみずから製作し出版することであった。1891年にウィリアム・モリス（William Morris）はケルムスコット・プレス（Kelmscott Press）を設立した。特別にデザインされた何種類かの活字を用いたが、そのための父型は父型彫刻師のエドワード・プリンス（Edward Prince）が作成し、特別に手漉きされた紙を用い、印刷用のインキも品質を吟味した。印刷については、エマリー・ウォーカー（Emery Walker）の助言を受けた。ケルムスコットでは1891 年からモリス没後の 1898 年までに、53点（66冊）の書籍が刊行された。しかし、本文を組むのに使われた活字書体はゴールデン・タイプとトロイ・タイプとチョーサー・タイプの三種類である。ゴールデン・タイプは、13世紀の年代記作者でジェノヴァの大司教であったヤコブス・デ・ウォラギネ（Jacobus de Voragine）の聖人伝である『黄金伝説』を組む目的で作られた。モリスは当時広く使われていた「モダン」様式の書体ではなく、印刷揺籃期の刊本で用いられた、特にヴェニスで15世紀に活躍したニコラ・ジェンスン（Nicolas Jenson）による活字書体を参考にしてデザインした。それは、ボディの大きさがイングリッシュの活字である。しかし、結果的にゴールデン・タイプはジェンスンのデザインと比較すると、画線がかなり太く、武骨な印象を受ける。トロイ・タイプは英国の初期印刷者ウィリアム・キャクストン（William Caxton）が翻訳した『トロイ史集成』を組むために作られたゴシック（ブラックレター）書体である。中世の無名の工匠の仕事を尊重したモリスの考え方に、このゴシック体のデザインが合致していたのであろう。トロイ・タイプのデザインに基づきながらも、そのグレートプライマーの活字ボディのサイズを小さくしてパイカにしたのが、チョーサー・タイプである。『チョーサー著作集』（1896 年）、その他の本文組版に用いられた。トロイタイプやチョーサータイプは書籍の装飾効果を高めるというモリスの目的には適していたのかもしれない。モリスがタイポグラフィとブックデザインで実現しようとしたことは、彼の「理想の書物」であった。興味深いことに、その活動は事業としても成功していたと言われている。そこでは、一つの書物を作り上げる工程において、できる限り多くのものをモリス自身が作り出すか、それができない場合でも妥協することなく作業を監督し、指示することで、手作りによる書物というものが、19世紀においても、工芸品としての芸術的価値を持ちうることを実証した。

その申込フォームは


